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トイウ補語節と wâa 補語節  

―発 話 動 詞 起 源 の 名 詞 補 語 節 標 識 の 日 タ イ 対 照 ―  

高 橋 清 子  

【 要 旨 】 日 タ イ の 発 話 動 詞 起 源 の 名 詞 補 語 節 標 識 —ト イ ウ と w â a —

に つ い て 、 コ ー パ ス 使 用 例 （「 [補 語 節 ,ト イ ウ ]名 詞 」、「 名 詞 [ w â a , 補

語 節 ]」） を も と に 、 そ の 使 わ れ 方 を 考 察 し た 。 日 本 語 の 裸 の 補 語 節

と ト イ ウ 補 語 節 、 タ イ 語 の t h î i 補 語 節 と w â a 補 語 節 、 そ れ ぞ れ に 認

識 モ ダ リ テ ィ （ d e  r e  /  d e  d i c t o） が 関 わ る 使 い 分 け が あ る 。 日 本 語 の

裸 の 補 語 節 は d e  r e 領 域 （ 現 実 世 界 の 事 実 内 容 ） を 表 し （ [雷 に 当 た

っ た ]事 件 ）、 タ イ 語 の w â a 補 語 節 は d e  d i c t o 領 域 （ 観 念 世 界 の 断 定

内 容 ）を 表 す（ k h a m  t ɔ̀ ɔ p  [ w â a  ɂ a a y ú ɂ  r ɔ́ ɔ j  p i i ]  ‘百 歳 だ と い う 答 え ’）。

日 本 語 で は d e  d i c t o 領 域 の 内 容 （ 内 容 補 充 修 飾 ） に は ト イ ウ 補 語 節

を 使 い （ [百 歳 だ ト イ ウ ]答 え ）、 タ イ 語 で は d e  r e 領 域 の 内 容 （ 内 容

補 充 /逆 補 充 修 飾 ） に は t h î i 補 語 節 を 使 う （ h è e t  k a a n  [ t h î i  t h ù u k  f á a  

p h à a ]  ‘雷 に 当 た っ た 事 件 ’）。 語 用 論 的 な 使 い 分 け が 関 与 す る の は 、

日 本 語 で は 裸 の 補 語 節 と ト イ ウ 補 語 節 の ど ち ら も 使 え る d e  r e 領 域 、

タ イ 語 で は t h î i 補 語 節 と w â a 補 語 節 の ど ち ら も 使 え る d e  d i c t o 領 域

で あ る 。  

【 キ ー ワ ー ド 】発 話 動 詞 、名 詞 補 語 節 標 識 、d e  r e  /  d e  d i c t o、日 本 語 、

タ イ 語  

 

1 .  は じ め に  

本 稿 の 目 的 は 、 コ ー パ ス を 使 っ て 日 本 語 と タ イ 語 の 一 対 の 名 詞 補

語 節 標 識 n o u n  c o m p l e m e n t i z e r 1 —ト イ ウ と w â a —を 含 む 補 語 節（ 以 下 、

「 ト イ ウ 補 語 節 」、「 w â a 補 語 節 」 と 呼 ぶ ） の 使 用 実 態 を 探 り 、 そ れ

ぞ れ の 使 用 条 件 を 対 比 的 に 考 察 す る こ と で あ る 。具 体 的 に は 、「 h è e t  

p h ǒ n  2 /  理 由 」 を 被 修 飾 名 詞 と す る 構 文 に 焦 点 を 当 て た コ ー パ ス 分

析 の 結 果 を 詳 述 し（ 第 2 節 ）、英 語 の 名 詞 補 語 節 標 識 の 分 類 を 参 照 し



パルデシ, プラシャント&堀江薫（編）2020.『日本語と世界の言語の名詞修飾表現』第 15 章, 279–299. ひつじ書房. 
Pardeshi, Prashant and Kaoru Horie (eds.) 2020. Noun-Modifying Expressions in Japanese and Languages of the World, Chapter 15, 
279–299. Tokyo: Hituzi. 

 

な が ら （ 第 3 節 ）、 ト イ ウ と w â a の 特 徴 を 考 察 す る 。 ト イ ウ と w â a

は 共 に 発 話 動 詞 起 源 の 名 詞 補 語 節 標 識 で あ る が 、 そ の 使 わ れ 方 に は

ど の よ う な 異 同 が あ る の か を 明 ら か に し た い 。  

タ イ 語 の 名 詞 修 飾 節 3 は 、 K u l l a v a n i j a y a（ 2 0 0 8 :  4 4 8） に よ れ ば 、

関 係 節 r e l a t i v e  c l a u s e と 名 詞 補 語 節 n o u n  c o m p l e m e n t  ( c l a u s e )に 二 分

で き る 。 い ず れ も 被 修 飾 名 詞 を 主 要 部 と す る 広 い 意 味 で の 従 属 節 で

あ る 。 関 係 節 内 の 動 詞 と 被 修 飾 名 詞 と の 間 に は 主 語 、 目 的 語 、 斜 格

語 と い っ た 文 法 関 係 が 認 め ら れ る （ e . g .  r ɯ̂ a ŋ  [ t h î i  p h ɔ̂ ɔ  d â j  y i n  {話  

[ C O M P  父  聞 く ] } ]「 父 が 聞 い た 話 」）。 一 方 、 名 詞 補 語 節 内 の 動 詞 と

被 修 飾 名 詞 と の 間 に は そ の よ う な 文 法 関 係 が 認 め ら れ な い （ e . g .  

r ɯ̂ a ŋ  [ t h î i  p h ɔ̂ ɔ  k à p  m ɛ̂ ɛ  t h a l ɔ́ ɂ  k a n  b ɔ̀ j ]  {事 実  [ C O M P  父  ～ と  母  口

論 す る  R E C P  頻 繁 に ] } 「 父 と 母 が 頻 繁 に 口 論 を す る 事 実 」）。 関 係 節

は 標 識（ e . g .  t h î i）を 伴 っ た り 伴 わ な か っ た り す る が 、名 詞 補 語 節 は

通 常 、 標 識 を 伴 う 。  

日 本 語 の 名 詞 修 飾 節 は 単 純 に 関 係 節 と 名 詞 補 語 節 に 二 分 で き な い

（ 松 本 2 0 1 4 ,  M a t s u m o t o  a n d  C o m r i e  2 0 1 8）。「 [頭 {が /の }良 く な る ]本 」

の よ う な 短 絡 タ イ プ や 「 [逮 捕 さ れ る ]前 日 」 の よ う な 相 対 性 の 名 詞

を 修 飾 す る タ イ プ な ど （ 寺 村 1 9 9 2 :  2 5 6 ,  2 8 7 – 2 9 6）、 関 係 節 に も 名 詞

補 語 節 に も 分 類 し 難 い タ イ プ が 存 在 す る か ら で あ る 。 典 型 的 に は 裸

の 節 と 被 修 飾 名 詞 が 何 も 標 識 を 介 さ ず に 隣 り 合 っ て 並 ぶ 。 し か し ト

イ ウ が 介 在 す る こ と が あ る 。 ト イ ウ の 他 、 ト ノ 、 ト イ ッ タ 、 ッ テ イ

ウ な ど が 使 わ れ る こ と も あ り 、 そ れ ぞ れ 機 能 に 差 が あ る が 、 本 稿 で

は ト イ ウ 補 語 節 と 裸 の 補 語 節 に 考 察 対 象 を 限 る 。ト イ ウ は 助 詞「 と 」

と 発 話 動 詞 「 言 う 」 か ら 成 る 形 式 「 と 言 う 」 が 名 詞 補 語 節 標 識 に な

っ た も の で あ る 。発 話 /思 考 に 関 連 す る 名 詞 の 補 語 節 に 使 う こ と が 多

い が 、 そ の 他 の 名 詞 に も 使 用 さ れ 得 る 。 ト イ ウ の 使 用 条 件 に 関 す る

論 考 は 多 く 、 様 々 な 主 張 が な さ れ て い る （ e . g .  M a y n a r d  1 9 9 2 ;  大 島

2 0 1 0 :  1 4 0 – 1 6 2 ;  Ta k a h a s h i  1 9 9 7 ;  寺 村 1 9 9 2 :  2 6 6 – 2 7 6 ;  日 本 語 記 述 文 法

研 究 会 2 0 0 8 :  4 5 ,  6 5 – 6 6 ;  益 岡 1 9 9 7 :  3 5 ,  4 3 ;  益 岡 2 0 0 2 :  9 3 – 1 1 6） 4 。多

く の 論 考 に 共 通 す る 見 解 は 以 下 の 通 り で あ る 。（ 修 飾 節 内 の 動 詞 と 被

修 飾 名 詞 と の 間 に 文 法 関 係 が 認 め ら れ な い ） 補 語 節 の 場 合 、 発 話 を

引 用 し た り 主 観 的 /間 主 観 的 意 味 を 表 す 形 式 （ e . g .  ～ シ ヨ ウ 、 ～ ダ 、



パルデシ, プラシャント&堀江薫（編）2020.『日本語と世界の言語の名詞修飾表現』第 15 章, 279–299. ひつじ書房. 
Pardeshi, Prashant and Kaoru Horie (eds.) 2020. Noun-Modifying Expressions in Japanese and Languages of the World, Chapter 15, 
279–299. Tokyo: Hituzi. 

 

～ シ ロ 、 ～ ス ル ナ 、 ～ シ マ ス 、 ～ ネ 、 主 題 を 表 す ハ ） を 含 ん だ り す

る と き に は ト イ ウ を 使 わ な け れ ば な ら な い（ e . g .  [日 本 に 行 こ う ト イ

ウ ]誘 い ）。 本 来 的 に 相 対 的 な 意 味 を 持 つ 相 対 性 の 名 詞 （ e . g .  上 、 帰

り ） と 感 覚 タ イ プ の 名 詞 （ e . g .  匂 い 、 姿 ） は ト イ ウ 補 語 節 を 取 れ ず

裸 の 補 語 節 を 取 る 。 前 者 は 逆 補 充 の 修 飾 （ 相 対 概 念 の 修 飾 ） と な り

（ e . g .  [ 日 本 に 行 っ た ] 翌 日 ）、 後 者 は 普 通 の 内 容 補 充 の 修 飾 と な る

（ e . g .  [扉 を 閉 め る ]音 ）。（ 修 飾 節 内 の 動 詞 と 被 修 飾 名 詞 と の 間 に 文

法 関 係 が 認 め ら れ る ） 関 係 節 の 場 合 、 ト イ ウ を 使 う こ と に よ っ て 伝

聞 の 意 味 や 話 者 の 評 価 / 主 観 的 態 度 の 意 味 が 表 さ れ た り 強 調 や 焦 点

化 と い っ た あ る 種 の 伝 達 機 能 が 加 わ っ た り す る（ e . g .  [い つ も 遅 刻 す

る ]学 生  v s .  [い つ も 遅 刻 す る ト イ ウ ]学 生 ）。  

タ イ 語 の 先 行 研 究 で は 、 動 詞 補 語 節 標 識 の h â j （ <  h â j  ‘ t r a n s f e r ,  

g i v e ’ ； 願 望 / 意 志 的 活 動 を 表 す 動 詞 の 補 語 節 を 導 く ）、 t h î i （ <  t h î i  

‘ N O M I N A L I Z E R ’ <  t h î i  ‘ p l a c e ’； 情 動 を 表 す 動 詞 の 補 語 節 を 導 く ）、 w â a

（ <  w â a  ‘ s a y ’；知 覚 /認 識 /発 話 を 表 す 動 詞 の 補 語 節 を 導 く ）、s ɯ̂ ŋ（ 現

代 タ イ 語 で は 硬 い 文 語 体 に し か 使 わ れ な い ）や 関 係 節 /名 詞 補 語 節 標

識 の t h î i、s ɯ̂ ŋ が 取 り 上 げ ら れ そ れ ぞ れ の 特 徴 が 分 析 さ れ て き た（ e . g .  

K u l l a v a n i j a y a  2 0 0 8 ;  M a t i s o f f  1 9 9 1 :  3 9 8 – 3 9 9 ,  4 3 7 ;  P r a s i t h r a t h s i n t  

2 0 0 9 ;  R a n s o m  1 9 8 6 :  4 9 ,  1 0 1 ,  1 3 8 ;  S o r n h i r a n  1 9 7 8 ;  高 橋 2 0 1 1 ;  

Ya o w a p a t  2 0 0 8 :  8 – 1 0 ,  5 9 – 7 5 ,  1 2 7 – 1 5 0 ,  1 8 2 – 2 2 4）。 w â a は 既 存 の 研 究

で は 動 詞 補 語 節 標 識 と し て 扱 わ れ て い る も の の 、 実 際 に は 名 詞 補 語

節 標 識 （ e . g .  ( 1 ) 5 ） と し て 使 用 さ れ る こ と も 多 い 。 補 語 節 標 識 w â a

の 起 源 は 発 話 動 詞 w â a で あ る 。現 代 タ イ 語 に お い て w â a は 動 詞 補 語

節 標 識 （ e . g .  ( 2 )） と し て の 使 用 頻 度 が 高 い が 、 発 話 動 詞 （ e . g .  ( 3 )）

と し て も 「 言 う 、 文 句 を 言 う 、 咎 め る 、 述 べ る 」 と い っ た 意 味 で 日

常 的 に よ く 使 わ れ る 。  

 

( 1 )  k h w a a m  c i ŋ  [ w â a  k h o n  m á k   c à ɂ  d a n  t h u r a ŋ  

t r u t h   C O M P  p e o p l e  b e . p r o n e . t o  I R R  b e . s t u b b o r n  

t h â a  h à a k  t h ù u k  t h a m   h â j   s ǐ a  n â a ]  

i f    P A S S  d o  I R R . C O M P  l o s e . f a c e  

「 面 目 を 潰 さ れ れ ば 人 は 頑 固 に な る も の で あ る と い う 真 実 」  
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( 2 )  k h á w  p h û u t  w â a  y a ŋ  ŋ a j  

P R O N  s a y  C O M P   h o w  

「 彼 は ど う 言 っ た か 。」  

( 3 )  k h á w  w â a  y a ŋ  ŋ a j  

P R O N  s a y  h o w  

「 彼 は ど う 言 っ た か 。」  

 

日 タ イ の 発 話 動 詞 起 源 の 名 詞 補 語 節 標 識 —ト イ ウ と w â a  —は 、 発

話 /思 考 の 名 詞 と 親 和 性 が 高 い が 、他 の 名 詞 に も 使 え る こ と 、そ し て

そ の 使 用 条 件 が 複 雑 で あ る こ と が 共 通 す る 。 し か し 名 詞 補 語 節 の 体

系 自 体 は 日 タ イ で 異 な る 。 日 本 語 の 名 詞 補 語 節 は 標 識 を 使 わ な い の

が 基 本 で あ り 、何 ら か の 意 味 論 的 /語 用 論 的 理 由 で 標 識 が 必 要 な と き

に ト イ ウ を 使 う 。一 方 、タ イ 語 の 名 詞 補 語 節 は 基 本 的 に 標 識 を 使 い 、

t h î i（ e . g .  ( 4 )） の 使 用 が 圧 倒 的 に 多 い が 、 w â a（ e . g .  ( 1 )） や 複 合 形 の

t h î i  w â a（ e . g .  ( 5 )） も 使 わ れ て い る 6 。 s ɯ̂ ŋ（ e . g .  ( 6 )） は 文 語 的 で あ

る 。 名 詞 補 語 節 標 識 s ɯ̂ ŋ の 用 例 を 挙 げ て い る 先 行 研 究 は あ る が

（ S o r n h i r a n  1 9 7 8 :  1 1 9 – 1 2 0 ;  Ya o w a p a t  2 0 0 8 :  7 4 – 7 5 ,  1 2 8）、 現 代 タ イ 語

で は 使 用 頻 度 が 低 い 。本 稿 で は w â a 補 語 節 と t h î i 補 語 節 に 考 察 対 象

を 限 る 。  

 

( 4 )  k h w a a m  c i ŋ  [ t h î i  k h á w  y a ŋ  m â y  r ú u  c à k  

t r u t h   C O M P  P R O N  y e t  N E G  b e . a c q u a i n t e d . w i t h  

t h ә ә  d i i   p h ɔ ɔ ]  

P R O N  b e . g o o d  b e . e n o u g h  

「 彼 が 彼 女 を ま だ よ く 知 ら な い と い う 真 実 」  

( 5 )  k h w a a m  c i ŋ  [ t h î i  w â a  m ɛ̂ ɛ  r á k  p h ǒm  m â a k ]  

t r u t h   C O M P   m o t h e r  l o v e  P R O N  b e . p l e n t i f u l  

「 母 が 僕 を と て も 愛 し て い る と い う 真 実 」  

( 6 )  p h ǒ n  b u n  [ s ɯ̂ ŋ  k h â a p h a c â w  d â j  t h a w ǎ a j  p h á t t a a h ǎ a n  

m e r i t  C O M P  P R O N   R E A L  p r e s e n t  f o o d  

k ɛ̀ ɛ  p h r á ɂ  s ǒ ŋ ]  

t o   m o n k  
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「 私 が 僧 侶 に 食 物 を 施 し た 功 徳 」  

 

そ の 他 、 日 タ イ の 名 詞 補 語 節 に は 以 下 の よ う な 違 い も あ る （ こ れ

ら の 違 い に つ い て は 2 . 3 節 で 再 び 取 り 上 げ る ）。日 本 語 で は 、「 事 件 」

な ど の 「 コ ト 」 タ イ プ の 名 詞 は 裸 の 補 語 節 も ト イ ウ 補 語 節 も 取 る こ

と が で き る （ e . g .  作 例 ( 7 )）。「 感 触 」 な ど の 「 感 覚 」 タ イ プ の 名 詞 は

裸 の 補 語 節 し か 取 れ ず （ e . g .  作 例 ( 8 )）、「 答 え 」 な ど の 「 発 話 」 タ イ

プ の 名 詞 は ト イ ウ 補 語 節 し か 取 れ な い（ e . g .作 例 ( 9 )）。タ イ 語 で は（ c f .

高 橋 2 0 1 9）、 h è e t  k a a n  ‘事 件 ’  と s ǎm p h à t  ‘感 触 ’  は w â a 補 語 節 を 取

る こ と が で き ず t h î i 補 語 節 し か 取 れ な い （ e . g .  ( 1 0 ) ( 1 1 )）。 k h a m  t ɔ̀ ɔ p  

‘答 え ’  は w â a 補 語 節 も t h î i  w â a 補 語 節 も 取 る （ e . g .  ( 1 2 )）。  

 

( 7 )  [雷 に 当 た っ た （ ト イ ウ ） ]事 件  

( 8 )  [足 の 裏 が 床 に ぶ つ か る ]感 触  

( 9 )  [年 齢 は 百 歳 を 超 え て い る ト イ ウ ]答 え  

( 1 0 )  h è e t  k a a n  [ t h î i  t h ù u k  f á a  p h à a ]  

e v e n t   C O M P  h i t  t h u n d e r b o l t  

「 雷 に 当 た っ た 事 件 」  

( 1 1 )  s ǎ m p h à t   [ t h î i  f à a  t h á a w  k r a t h ó p  p h ɯ́ ɯ n ]  

t h e . t o u c h   C O M P  s o l e   t o u c h   f l o o r  

「 足 の 裏 が 床 に ぶ つ か る 感 触 」  

( 1 2 )  k h a m  t ɔ̀ ɔ p  [ ( t h î i )  w â a  ɂ a a y ú ɂ  r ɔ́ ɔ j  k w à a  p i i  l ɛ́ ɛw ]  

a n s w e r   C O M P   a g e  1 0 0  o v e r  y e a r  P F V  

「 年 齢 は 百 歳 を 超 え て い る と い う 答 え 」  

 

タ イ 語 の 名 詞 補 語 節 に 関 す る 予 備 調 査 （ 高 橋 2 0 1 9） 7 を 実 施 し た

と き 、 w â a 補 語 節 を 多 く 取 り t h î i 補 語 節 も か な り 多 く 取 る 名 詞 が あ

る こ と に 気 付 い た 。 そ れ は h è e t  p h ǒ n  ‘理 由 ’  で あ る 。 h è e t  p h ǒ n に 対

応 す る 日 本 語 の 「 理 由 」 は 、 他 の 多 く の 名 詞 と 同 様 、 裸 の 補 語 節 を

取 る こ と が 多 い が 、ト イ ウ 補 語 節 を 取 る こ と も 多 い 8 。日 本 語 の「 理

由 」が 裸 の 補 語 節 と ト イ ウ 補 語 節 の 両 方 を 取 る よ う に 、タ イ 語 の h è e t  

p h ǒ n も t h î i 補 語 節 と w â a 補 語 節 の 両 方 を 取 る の で あ る 。 本 稿 で は 、
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① 補 語 節 、② 名 詞 補 語 節 標 識「 ト イ ウ / w â a」、③ 被 修 飾 名 詞「 理 由 / h è e t  

p h ǒ n」 の 3 者 を 含 む 名 詞 句 —日 本 語 の 「 [補 語 節 ,ト イ ウ ]理 由 」 と タ

イ 語 の 「 h è e t  p h ǒ n  [ w â a ,補 語 節 ]」 —に 焦 点 を 当 て て 考 察 を 行 う 。 分

析 デ ー タ は イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 公 開 さ れ て い る 日 本 語 お よ び タ イ 語

の 大 規 模 電 子 コ ー パ ス —現 代 日 本 語 書 き 言 葉 均 衡 コ ー パ ス B a l a n c e d  

C o r p u s  o f  C o n t e m p o r a r y  W r i t t e n  J a p a n e s e の 少 納 言 K O T O N O H A

（ B C C W J コ ー パ ス ）< h t t p : / / w w w. k o t o n o h a . g r . j p / s h o n a g o n / >（ 2 0 1 8 年

9 月 4 日 検 索 ）と タ イ・ナ シ ョ ナ ル コ ー パ ス T h a i  N a t i o n a l  C o r p u s（ T N C

コ ー パ ス ） < h t t p : / / w w w. a r t s . c h u l a . a c . t h / ~ l i n g / t n c 3 / >（ 2 0 1 8 年 4 月 2 5

日 検 索 ） —か ら 収 集 し た 。  

 

2 .  コ ー パ ス 分 析  

2 . 1  日 本 語 名 詞 句 ： [補 語 節 ,ト イ ウ ]被 修 飾 名 詞  

B C C W J コ ー パ ス を 使 っ て 連 語 形 式「 と い う 理 由 」を 検 索 し た と こ

ろ 、9 9 3 件 の 用 例 が あ る こ と が 分 か っ た 。5 0 0 件 の 用 例 が 無 作 為 抽 出

さ れ た 。タ イ 語 で T N C コ ー パ ス を 使 っ て 収 集 す る こ と が で き た 分 析

デ ー タ の 用 例 数 （ 9 0 件 ） に 合 わ せ る た め 、 便 宜 的 に 、 本 稿 の 分 析 デ

ー タ と な る 形 式 「 [補 語 節 ,ト イ ウ ]理 由 」 に 適 合 し て い た 1 件 目 か ら

9 0 件 目 ま で の 9 0 件 の 用 例 を 分 析 デ ー タ と し て 採 用 し た 。  

9 0 件 の 用 例 に 含 ま れ て い た 名 詞 句「 [補 語 節 ,ト イ ウ ]理 由 」を 文 法

機 能 別 に 分 類 す る と 、 ① 斜 格 後 置 詞 （ e . g .  で 、 か ら 、 の 、 に ） の 項

名 詞 句 が 6 0 件 （ 約 6 6 . 6 %）、 ② 形 容 詞 /動 詞 述 語 （ e . g .  な い 、 あ る 、

挙 げ る 、伝 え る 、説 明 す る 、発 見 す る ）の 項 名 詞 句 が 1 6 件（ 約 1 7 . 7 %）、

③ い わ ゆ る 名 詞 述 語（ e . g .  名 詞 句 +だ /で あ る /で は な い ）の 構 成 素 が

9 件 （ 1 0 %）、 ④ 独 立 名 詞 句 が 5 件 （ 約 5 . 5 %） だ っ た 。 複 数 見 つ か っ

た 慣 用 句 的 な 連 語 形 式 を 挙 げ る と 、「 ～ と い う 理 由 （ だ け ） で 」 が

4 4 件 、「 ～ と い う 理 由 は （ 何 も ） な い 」 が 3 件 あ っ た 。  

意 味 的 に は 、 ( 1 3 ) ( 1 4 )の よ う な「 理 由 」の 内 容 を 補 充 す る 修 飾（ 以

下 、「 内 容 補 充 修 飾 」 と 呼 ぶ ）（ 8 0 件 ） と ( 1 5 ) ( 1 6 )の よ う な 「 理 由 」

の 相 対 概 念 で あ る「 帰 結 」の 内 容 を 補 充 す る 修 飾（ 以 下 、「 逆 補 充 修

飾 」 と 呼 ぶ ）（ 1 0 件 ） に 分 類 で き た 。 ( 1 3 )で は 「 な ぜ な ら 前 例 が な
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い か ら だ 」、 ( 1 4 )で は「 な ぜ な ら 嫌 だ か ら だ 」と い う 理 由 の 内 容 が 補

語 節 に よ っ て 表 現 さ れ て い る 。 ( 1 5 )で は 「 あ る 理 由 で （ 知 識 が ） 多

く て は い け な い 」、 ( 1 6 )で は「 あ る 理 由 で 、ポ リ ア セ チ レ ン が 理 想 的

に は 金 属 に な る 」 と い う 帰 結 の 内 容 が 補 語 節 に よ っ て 表 現 さ れ て い

る 。  

 

( 1 3 )  た だ し 、 [前 例 が な い ト イ ウ ]理 由 で 、 新 企 画 の す べ て が 却 下 さ

れ て い る わ け で は あ り ま せ ん 。（ 内 容 補 充 ）  

( 1 4 )  震 え 、 鳥 肌 が 立 つ の は 、 [ 嫌 だ か ら ト イ ウ ] 理 由 だ け で は な い 。

（ 内 容 補 充 ）  

( 1 5 )  知 識 は い く ら 多 く 蓄 え て も い い 。 [ 多 く て は い け な い ト イ ウ ] 理

由 は 何 も な い 。（ 逆 補 充 ）  

( 1 6 )  こ れ が [ ポ リ ア セ チ レ ン が 理 想 的 に は 金 属 に な る ト イ ウ ]理 由 で

あ る 。（ 逆 補 充 ）  

 

内 容 補 充 修 飾 の 用 例 ( 1 3 ) ( 1 4 )の ト イ ウ は 省 く こ と が で き な い（ e . g .  

( 1 7 ) ( 1 8 )； ( 1 4 )「 嫌 だ か ら 」は 自 然 な 形 で 被 修 飾 名 詞 に 続 く よ う 便 宜

的 に ( 1 8 ) 「 嫌 だ か ら で あ る 」 に 変 え た ）。 一 方 、 逆 補 充 修 飾 の 用 例

( 1 5 ) ( 1 6 ) は ト イ ウ を 省 い て 裸 の 補 語 節 に 変 え て し ま っ て も 、 元 の 逆

補 充 修 飾 の 意 味 に 解 釈 す る こ と が で き る （ e . g .  作 例 ( 1 9 ) ( 2 0 )）。 た だ

し ( 2 0 )の 場 合 、「 理 想 的 に は 」 と い う 助 詞 「 は 」 を 含 む 副 詞 句 が 入 る

と ト イ ウ 補 語 節 ( 1 6 )の ほ う が よ り 自 然 な 表 現 に な る 。い ず れ に せ よ 、

逆 補 充 修 飾 は 裸 の 補 語 節 に よ っ て も ト イ ウ 補 語 節 に よ っ て も 可 能 で

あ る こ と が 分 か る 。  

 

( 1 7 )  た だ し 、 * [前 例 が な い ]理 由 で 、新 企 画 の す べ て が 却 下 さ れ て い

る わ け で は あ り ま せ ん 。（ 意 図 す る 意 味 ： 内 容 補 充 ）  

( 1 8 )  震 え 、 鳥 肌 が 立 つ の は 、 * [嫌 だ か ら で あ る ] 理 由 だ け で は な い 。

（ 意 図 す る 意 味 ： 内 容 補 充 ）  

( 1 9 )  知 識 は い く ら 多 く 蓄 え て も い い 。 [ 多 く て は い け な い ]理 由 は 何

も な い 。（ 逆 補 充 ）  

( 2 0 )  こ れ が [ ポ リ ア セ チ レ ン が （ 理 想 的 に は ） 金 属 に な る ]理 由 で あ
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る 。（ 逆 補 充 ）  

 

 被 修 飾 名 詞 が 「 理 由 」 で な く 「 事 件 」 な ど の 他 の 名 詞 で あ れ ば 裸

の 補 語 節 で も ト イ ウ 補 語 節 で も 内 容 補 充 修 飾 が 可 能 で あ る （ 作 例

( 2 1 ) ( 2 2 )）。「 事 件 」の 裸 の 補 語 節 ( 2 1 )と ト イ ウ 補 語 節 ( 2 2 )を 比 べ る と 、

前 者 は 無 標 の 修 飾 で あ る の に 対 し 、 後 者 は 語 用 論 的 に 有 標 で あ る よ

う に 感 じ ら れ る 。こ の こ と は「 理 由 」の 逆 補 充 修 飾 に も 当 て は ま る 。

裸 の 補 語 節 ( 1 9 ) ( 2 0 )は 無 標 の 修 飾 で あ り 、 ト イ ウ 補 語 節 ( 1 5 ) ( 1 6 )は 有

標 の 修 飾 で あ る よ う に 感 じ ら れ る 。  

 

( 2 1 )  [雷 に 当 た っ た ]事 件 （ 内 容 補 充 ）  

( 2 2 )  [雷 に 当 た っ た ト イ ウ ]事 件 （ 内 容 補 充 ）  

 

 内 容 補 充 修 飾 の 用 例 に は 、 ( 2 3 ) の よ う に 疑 問 詞 を 含 む 例 や ( 2 4 ) の

よ う に 直 接 引 用 に 近 い 例 が 含 ま れ て い た 。 逆 補 充 修 飾 の 用 例 に は 疑

問 詞 を 含 む 例 や 直 接 引 用 の 例 は な か っ た 。 疑 問 詞 を 含 む 場 合 は 内 容

補 充 修 飾 の 解 釈 と な り 、 ト イ ウ が 必 要 と な る （ e . g .  作 例 ( 2 5 )）。  

 

( 2 3 )  私 は あ る 日 、 [ こ の エ レ ベ ー タ ー が な に ゆ え に 存 在 す る か ト イ

ウ ]理 由 を 発 見 し て 、 愕 然 と し た の で あ る 。（ 内 容 補 充 ）  

( 2 4 )  [「 パ ソ コ ン は ど う も 苦 手 」ト イ ウ ]理 由 で 冷 却 C C D カ メ ラ を 敬

遠 す る 人 も 多 い よ う だ が （ 内 容 補 充 ）  

( 2 5 )  [な ぜ （ 知 識 が ） 多 く て は い け な い か ト イ ウ ]理 由 （ 内 容 補 充 ）  

2 . 2  タ イ 語 名 詞 句 ： 被 修 飾 名 詞 [ w â a ,補 語 節 ]  

予 備 調 査 で T N C コ ー パ ス を 使 っ て 集 め た 名 詞 補 語 節 の 用 例 の 中

に 含 ま れ て い た 「 h è e t  p h ǒ n  [ w â a ,補 語 節 ]」 と い う 形 式 の 名 詞 句 （ 9 0

件 ） を 本 稿 の 分 析 デ ー タ と し た 。  

9 0 件 の 用 例 に 含 ま れ て い た 名 詞 句「 h è e t  p h ǒ n  [ w â a ,補 語 節 ]」の 統

語 位 置（ 文 法 機 能 ）を 調 べ た と こ ろ 、① 動 詞（ e . g .  h â j  ‘与 え る ’ ,  ɂ â a ŋ  

‘言 及 す る ’ ,  ɂ a t h í b a a j  ‘説 明 す る ’ ,  h ě n  ‘理 解 す る ’ ,  m i i  ‘存 在 す る ’）

あ る い は 繋 辞 の 後 ろ（ 動 詞 /繋 辞 の 項 名 詞 句 ）が 6 9 件（ 約 7 7 %）、②
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前 置 詞（ e . g .  d û a j  ‘（ 理 由 ）で ’ ,  p h r ɔ́ ɂ  ‘（ 理 由 ）に よ り ’）の 後 ろ（ 前

置 詞 の 項 名 詞 句 ）が 1 7 件（ 約 1 9 %）、③ 節 は じ め の 独 立 し た 位 置（ 主

題 名 詞 句 な ど ）が 4 件（ 約 4 %）だ っ た 。動 詞 の 前 に 生 起 し て い る 項

名 詞 句 と し て の 例 は な か っ た 。 目 立 っ て 多 か っ た 慣 用 句 的 な 連 語 形

式 と し て 、「 h â j  h è e t  p h ǒ n  w â a～ ‘～ と い う 理 由 を 挙 げ る ’」（ 3 9 件 ）

と「 d u â j  h è e t  p h ǒ n  w â a～ ‘～ と い う 理 由 で ’」（ 1 6 件 ）が 挙 げ ら れ る 。  

 意 味 的 に は 全 て が 内 容 補 充 修 飾（ e . g .  ( 2 6 ) ( 2 7 )）だ っ た 。逆 補 充 修

飾 に 解 釈 で き る 用 例 は な か っ た 。 ( 2 6 ) で は 「 な ぜ な ら 人 混 み が う っ

と う し い か ら だ 」、( 2 7 )で は「 な ぜ な ら 楽 し げ な 近 道 学 習 法 だ か ら だ 」

と い う 理 由 の 内 容 が w â a 補 語 節 で 表 現 さ れ て い る 。  

 

( 2 6 )  d û a y  h è e t  p h ǒ n  [ w â a  r a m k h a a n  k h o n  y ә́ ɂ  y ә́ ɂ ]  

w i t h  r e a s o n   C O M P  f e e l . a n n o y e d  p e o p l e  b e . p l e n t i f u l  

「 人 混 み が う っ と う し い と い う 理 由 で 」（ 内 容 補 充 ）  

( 2 7 )  d û a y  h è e t  p h ǒ n  [ w â a  p e n   w í t h i i  r i a n   

w i t h  r e a s o n   C O M P  C O P  l e a r n i n g . m e t h o d  

l á t    t h î i   n â a  s a n ù k ]  

t a k e . a . s h o r t c u t   R E L  b e . j o y f u l  

「 楽 し げ な 近 道 学 習 法 だ と い う 理 由 で 」（ 内 容 補 充 ）  

 

こ こ で w â a を t h î i あ る い は t h î i  w â a に 換 え て も 同 じ 内 容 補 充 修 飾

の 解 釈 が 可 能 で あ る と い う こ と に 言 及 し て お き た い （ 作 例 ( 2 8 ) ）。

( 2 6 )の w â a 補 語 節 と ( 2 8 )  の t h î i 補 語 節 / t h î i  w â a 補 語 節 の 使 い 分 け に

つ い て は 詳 し い 調 査 が 必 要 で あ る 。  

 

( 2 8 )  d û a y  h è e t  p h ǒ n  [ t h î i  ( w â a )  r a m k h a a n  k h o n  

w i t h  r e a s o n   C O M P   f e e l . a n n o y e d  p e o p l e   

y ә́ ɂ  y ә́ ɂ ]  

b e . p l e n t i f u l  

「 人 混 み が う っ と う し い と い う 理 由 で 」（ 内 容 補 充 ）  

 

w â a 補 語 節 の 用 例 に は ( 2 9 ) の よ う に 疑 問 詞 を 含 む 例 や ( 3 0 ) の よ う
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に 主 観 的 /間 主 観 的 な 意 味 を 表 す 終 結 小 辞 n á ɂ  ‘ P R T ’を 含 ん だ 直 接 引

用 に 近 い 例 も あ っ た 。た だ し ( 3 0 )は 慣 用 句 的 な 連 語 形 式 h â j  h è e t  p h ǒ n  

w â a ～ ‘～ と い う 理 由 を 与 え る / 挙 げ る ’に 含 ま れ て い た 名 詞 句 で あ る 。

( 3 1 )の よ う に h â j  h è e t  p h ǒ n  ‘理 由 を 与 え る ’を 「 説 明 す る 」 と い う 固

有 の 意 味 を 持 つ 複 合 動 詞 と 見 な す の で あ れ ば 、 w â a は 動 詞 補 語 節 標

識 と し て 解 釈 さ れ る こ と に な る （ 高 橋 2 0 1 9 ,  § 4）。  

 

( 2 9 )  n î i  k hɯɯ  h è e t  p h ǒ n  [ w â a  t h a m m a j  p h ǒm  cɯŋ  

t h i s  C O P  r e a s o n   C O M P  w h y   P R O N  t h e n  

t à t  s ǐ n  c a j  w a n  n í i ]  

d e c i d e    t o d a y  

「 こ れ が な ぜ 僕 が 今 日 決 心 す る の か の 理 由 だ 。」（ 内 容 補 充 ）  

( 3 0 )  h â j   h è e t  p h ǒ n  [ w â a  n ɔ́ ɔ ŋ     p h i i   

g i v e  r e a s o n   C O M P  y o u n g e r . s i b l i n g  ( p r o p e r . n a m e )  

m i i  ɂ a w a j y a w á ɂ   p h ê e t  c h a a j  y ù u  n á ɂ   

e x i s t  g e n i t a l . o r g a n  m a l e   C O N T  P R T   

cɯŋ  m â j  d â j  p e n  t ú t ]  

t h e n  N E G . R E A L  C O P  t r a n s v e s t i t e  

「 ピ ー に は 男 性 性 器 が あ る ん だ よ 、 だ か ら オ カ マ じ ゃ な い と い

う 理 由 を 挙 げ た 。」（ 内 容 補 充 ）  

( 3 1 )  h â j  h è e t  p h ǒ n  w â a  n ɔ́ ɔ ŋ     p h i i   m i i   

e x p l a i n   C O M P  y o u n g e r . s i b l i n g  ( p r o p e r . n a m e )  e x i s t   

ɂ a w a j y a w á ɂ  p h ê e t  c h a a j  y ù u  n á ɂ   

g e n i t a l . o r g a n   m a l e   C O N T  P R T   

cɯŋ  m â j  d â j  p e n  t ú t  

t h e n  N E G . R E A L  C O P  t r a n s v e s t i t e  

「 ピ ー に は 男 性 性 器 が あ る ん だ よ 、 だ か ら オ カ マ じ ゃ な い と 説

明 し た 。」（ 動 詞 補 語 ）  

 

t h î i 補 語 節 に よ る 逆 補 充 修 飾 （ e . g .  ( 3 2 ) ( 3 3 )） で は （ 不 定 用 法 の 疑

問 詞 を 除 い て ） 疑 問 詞 を 含 む こ と は な く 、 直 接 引 用 の 内 容 を 表 す こ

と も な い 。 t h î i 補 語 節 を 従 え た h è e t  p h ǒ n  ‘理 由 ’  ( 3 2 ) ( 3 3 )は 観 念 的 な
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相 対 性 の 名 詞 （「 帰 結 」 に 対 す る 「 理 由 」） と し て 扱 わ れ 逆 補 充 修 飾

が な さ れ て い る 。 ( 3 2 )で は 「 あ る 理 由 に よ り 変 装 し な け れ ば な ら な

い 」、 ( 3 3 )で は「 あ る 理 由 に よ り お 忍 び で 行 く 」と い う 帰 結 の 内 容 が

t h î i 補 語 節 に よ っ て 表 現 さ れ て い る 。  

 

( 3 2 )  h a n c i n w ɔ ɔ n  l â w  h è e t  p h ǒ n  [ t h î i  t ɔ̂ ŋ  p l ɔ ɔm  

( p r o p e r . n a m e )  t e l l  r e a s o n   C O M P  m u s t  c o u n t e r f e i t  

t u a ]  h â j   c h á n  f a ŋ  

b o d y  I R R . C O M P  P R O N  l i s t e n  

「 ハ ン ジ ン ウ ォ ー ン は 変 装 し な け れ ば な ら な い 理 由 を 私 に 語 っ

て 聞 か せ た 。」（ 逆 補 充 ）  

( 3 3 )  m â j  n â a   c à ɂ  m i i  h è e t  p h ǒ n  [ t h î i  p a j   

N E G  b e . l i k e l y  I R R  e x i s t  r e a s o n   C O M P  g o  

y ù u   y à a ŋ  l á p  l á p ]  

s t a y   s e c r e t i v e l y  

「 お 忍 び で 行 く 理 由 は な さ そ う だ 。」（ 逆 補 充 ）  

2 . 3  コ ー パ ス 分 析 の ま と め  

コ ー パ ス 分 析 の 結 果 、 日 本 語 に お い て も タ イ 語 に お い て も 、 被 修

飾 名 詞 「 理 由 / h è e t  p h ǒ n」 は 観 念 的 な 相 対 性 タ イ プ の 名 詞 （「 帰 結 」

に 対 す る「 理 由 」）と し て 扱 わ れ 逆 補 充 修 飾 が な さ れ る こ と も あ れ ば 、

コ ト 名 詞 と し て 扱 わ れ 内 容 補 充 修 飾 が な さ れ る こ と も あ る 、 と い う

こ と が 分 か っ た 。  

表 1 に 日 タ イ の 名 詞 補 語 節 の 対 照 を ま と め る 。日 本 語 で は 、「 答 え 」

は ト イ ウ 補 語 節 に よ っ て 内 容 補 充 修 飾 と な る （ e . g .  ( 9 )）。「 理 由 」 の

内 容 補 充 修 飾 に は ト イ ウ 補 語 節 が 使 わ れ 観 念 世 界 の 原 因 事 象 （ 理 由

の 内 容 ）が 表 さ れ る（ e . g .  ( 1 3 ) ( 1 4 ) ( 2 3 ) – ( 2 5 )）。「 理 由 」の 逆 補 充 修 飾

に は 裸 の 補 語 節 あ る い は ト イ ウ 補 語 節 が 使 わ れ 現 実 世 界 の 結 果 事 象

（ 理 由 の 相 対 概 念 で あ る 帰 結 の 内 容 ） が 表 さ れ る （ e . g .  

( 1 5 ) ( 1 6 ) ( 1 9 ) ( 2 0 )）。「 事 件 」 は ト イ ウ 補 語 節 に よ っ て も 裸 の 補 語 節 に

よ っ て も 内 容 補 充 修 飾 と な る（ e . g .  ( 2 1 ) ( 2 2 )）。「 感 触 」は 裸 の 補 語 節

に よ っ て 内 容 補 充 修 飾 と な る （ e . g .  ( 8 )）。 裸 の 補 語 節 と ト イ ウ 補 語
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節 の 両 方 を 使 え る 「 理 由 」 の 逆 補 充 修 飾 や 「 事 件 」 の 内 容 補 充 修 飾

で は 、裸 の 補 語 節 の ほ う が 意 味 的 に 無 標 な 修 飾 と な る 。タ イ 語 で は 、

k h a m  t ɔ̀ ɔ p  ‘答 え ’は w â a 補 語 節 あ る い は t h î i  w â a 補 語 節 に よ っ て 内 容

補 充 修 飾 と な る （ e . g .  ( 1 2 )）。 h è e t  p h ǒ n  ‘理 由 ’の 内 容 補 充 修 飾 に は

w â a 補 語 節 あ る い は t h î i 補 語 節 が 使 わ れ 観 念 世 界 の 原 因 事 象 （ 理 由

の 内 容 ） が 表 さ れ る （ e . g .  ( 2 6 ) – ( 3 0 )）。 h è e t  p h ǒ n  ‘理 由 ’の 逆 補 充 修

飾 に は t h î i 補 語 節 が 使 わ れ 現 実 世 界 の 結 果 事 象 （ 理 由 の 相 対 概 念 で

あ る 帰 結 の 内 容 ） が 表 さ れ る （ e . g .  ( 3 2 ) ( 3 3 ) ）。 h è e t  k a a n  ‘ 事 件 ’ と

s ǎm p h à t  ‘ 感 触 ’ は t h î i 補 語 節 に よ っ て 内 容 補 充 修 飾 と な る （ e . g .  

( 1 0 ) ( 1 1 )）。  

 

表  1： 日 タ イ の 名 詞 補 語 節  

 日 本 語  タ イ 語  

裸 の  

補 語 節  

ト イ ウ  

補 語 節  

t h î i  

補 語 節  

w â a  

補 語 節  

発 話 名 詞 「 答 え 」 k h a m  t ɔ̀ ɔ p  

内 容 補 充 修 飾  

 √  √  

t h î i  w â a  

√  

コ ト 名 詞 「 理 由 」 h è e t  p h ǒ n  

内 容 補 充 修 飾  

 √  √  √  

観 念 的 相 対 性 名 詞「 理 由 」（ ← → 帰 結 ）

逆 補 充 修 飾  

√  √  √   

コ ト 名 詞 「 事 件 」 h è e t  k a a n  

内 容 補 充 修 飾  

√  √  √   

感 覚 名 詞 「 感 触 」 s ǎ m p h à t  

内 容 補 充 修 飾  

√   √   

 

補 語 節 の 種 類 別 に ま と め る と 、 次 の 通 り で あ る 。 日 本 語 の ト イ ウ

補 語 節 は 、 発 話 名 詞 「 答 え 」 の 内 容 補 充 修 飾 と コ ト 名 詞 「 理 由 」 の

内 容 補 充 修 飾 に 必 ず 使 わ れ 、 観 念 的 相 対 性 名 詞 「 理 由 」 の 逆 補 充 修

飾 と コ ト 名 詞 「 事 件 」 の 内 容 補 充 修 飾 に も 使 わ れ る 。 日 本 語 の 裸 の

補 語 節 は 、 感 覚 名 詞 「 感 触 」 の 内 容 補 充 修 飾 に 必 ず 使 わ れ 、 観 念 的

相 対 性 名 詞 「 理 由 」 の 逆 補 充 修 飾 と コ ト 名 詞 「 事 件 」 の 内 容 補 充 修

飾 に も 使 わ れ る 。タ イ 語 の w â a 補 語 節 は 、発 話 名 詞 k h a m  t ɔ̀ ɔ p  ‘答 え ’

の 内 容 補 充 修 飾 と コ ト 名 詞 h è e t  p h ǒ n  ‘理 由 ’の 内 容 補 充 修 飾 に 使 わ

れ る 。 タ イ 語 の t h î i 補 語 節 は 、 発 話 名 詞 k h a m  t ɔ̀ ɔ p  ‘答 え ’の 内 容 補

充 修 飾（ こ の 場 合 は t h î i  w â a 補 語 節 と な る ）、コ ト 名 詞 h è e t  p h ǒ n  ‘理
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由 ’の 内 容 補 充 修 飾 、 観 念 的 相 対 性 名 詞 h è e t  p h ǒ n  ‘理 由 ’の 逆 補 充 修

飾 、コ ト 名 詞 h è e t  k a a n  ‘事 件 ’の 内 容 補 充 修 飾 、感 覚 名 詞 s ǎm p h à t  ‘感

触 ’の 内 容 補 充 修 飾 に 使 わ れ る 。  

 

3 .  考 察  

タ イ 語 の 名 詞 補 語 節 標 識 t h î i と w â a の 使 い 分 け は 英 語 の 名 詞 補 語

節 標 識 g e r u n d i v e  – i n g  /  i n f i n i t i v a l  t o と d e f i n i t e  t h a t の 使 い 分 け に 似

た と こ ろ が あ る 。 本 節 で は 、 英 語 の 名 詞 補 語 節 に 関 す る 先 行 研 究 を

参 照 し な が ら 、日 タ イ の 補 語 節 に 関 係 す る 要 素 を 検 討 し て い き た い 。 

N o o n a n（ 2 0 0 7 :  1 4 7 – 1 4 9）は 英 語 の 名 詞 補 語 節 を 動 詞 補 語 節 と 同 じ

次 の 3 タ イ プ に 分 類 す る 。 ( a )不 定 形 i n f i n i t i v e タ イ プ （ e . g .  Wa l t ’ s  

a b i l i t y  [ t o  c h e w  g u m  a n d  t i e  s h o e s  a t  t h e  s a m e  t i m e ] ）、 ( b ) 叙 実 法

i n d i c a t i v e タ イ プ （ e . g .  A n d r e a ’ s  b e l i e f  [ t h a t  M a x  i s  t h e  K i n g  o f  

G r e e n l a n d ] ）、 ( c ) 叙 想 法 s u b j u n c t i v e タ イ プ （ e . g .  Q u e e n  Z e l d a ’ s  

c o m m a n d  [ t h a t  Z e k e  b e  s h o t ]）。 こ の 分 類 を 日 タ イ の 名 詞 補 語 節 に 当

て は め る と （ c f .表 3）、 日 本 語 で は 、 裸 の 補 語 節 は ( a )不 定 形 タ イ プ

（ [ガ ム を 噛 み な が ら 靴 ひ も を 結 ぶ ]能 力 ） に 使 用 可 能 で 、 ト イ ウ 補

語 節 は ( a ) 不 定 形 タ イ プ （ 任 意 ： [ ガ ム を 噛 み な が ら 靴 ひ も を 結 ぶ ト

イ ウ ] 能 力 ）、 ( b ) 叙 実 法 タ イ プ （ 必 須 ： [ 彼 が グ リ ー ン ラ ン ド の 王 で

あ る ト イ ウ ]信 念 ）、( c )叙 想 法 タ イ プ（ 必 須： [彼 は 撃 た れ よ う ト イ ウ ]

命 令 、 [彼 を 撃 て ト イ ウ ]命 令 ） の 全 て に 使 用 可 能 で あ る 。 タ イ 語 で

は 、 t h î i 補 語 節 （ あ る い は t h î i  w â a 補 語 節 ） は  ( a ) 非 定 形 タ イ プ

（ k h w a a m  s ǎ a m â a t  [ t h î i  w â a  k h í a w  m à a k  f a r à ŋ  l ɛ́ ɂ  p h ù u k  c h ɯ̂ a k  r ɔ ɔ ŋ  

t h á a w  p h r ɔ́ ɔm  k a n  d â j ]（ [ガ ム を 噛 ん で 同 時 に 靴 ひ も を 結 べ る ]  能 力 ））

9 、 ( b )叙 実 法 タ イ プ （ k h w a a m  c h ɯ̂ a  [ t h î i  w â a  k h á w  p e n  p h r á ɂ r a a c h a a  

h ɛ̀ ŋ  k r i i n  l ɛ ɛ n ]（ [彼 が グ リ ー ン ラ ン ド の 王 で あ る と い う ]  信 念 ））、( c )

叙 想 法 タ イ プ （ k h a m  s à ŋ  [ t h î i  c à ɂ  h â j  k h á w  t h ù u k  y i ŋ  t a a j ]（ [彼 は 撃

た れ て 殺 さ れ よ う と い う ]  命 令 ））の 全 て に 使 用 可 能 で 、w â a 補 語 節

は ( b )叙 実 法 タ イ プ （ k h w a a m  c h ɯ̂ a  [ w â a  k h á w  p e n  p h r á ɂ r a a c h a a  h ɛ̀ ŋ  

k r i i n  l ɛ ɛ n ] （ [ 彼 が グ リ ー ン ラ ン ド の 王 で あ る と い う ]  信 念 ）） と ( c )

叙 想 法 タ イ プ （ k h a m  s à ŋ  [ w â a  c à ɂ  h â j  k h á w  t h ù u k  y i ŋ  t a a j ]（ [彼 は 撃

た れ て 殺 さ れ よ う と い う ]  命 令 ）） に 使 用 可 能 で あ る 。  
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F r a j z y n g i e r（ 1 9 9 1 :  2 2 0）お よ び  F r a j z y n g i e r  a n d  J a s p e r s o n（ 1 9 9 1 :  1 3 5）

は 、認 識 モ ダ リ テ ィ e p i s t e m i c  m o d a l i t y の 下 位 分 類 と し て 、現 実 世 界

に 関 す る「 d e  r e 領 域 」（ e . g .  英 語 の – i n g 節 や t o 節 が 表 す 事 実 的 f a c t i v e

な 内 容 ;  c f .  ( 3 4 ) ( 3 6 )） と 発 話 の 中 で 話 者 に よ っ て 系 統 立 て ら れ た 観

念 世 界 に 関 す る 「 d e  d i c t o 領 域 」（ e . g .  英 語 の t h a t 節 が 表 す 断 定

a s s e r t i o n の 内 容 ;  c f .  ( 3 5 ) ( 3 7 )） を 分 け る 1 0 。  

 

( 3 4 )  H e  w a n t s  t o  e a t  a p p l e s .  ( F r a j z y n g i e r  a n d  J a s p e r s o n  1 9 9 1 :  1 3 9 )  

( 3 5 )  H e  s a i d  t h a t  h e  l i k e s  a p p l e s .  ( F r a j z y n g i e r  a n d  J a s p e r s o n  1 9 9 1 :  

1 3 9 )  

( 3 6 )  I  s a w  h i m  s l e e p i n g .  ( F r a j z y n g i e r  1 9 9 1 :  2 2 6 )  

( 3 7 )  I  s a w  t h a t  h e  w a s  s l e e p i n g .  ( F r a j z y n g i e r  1 9 9 1 :  2 2 6 )  

 

通 言 語 的 に 、 d e  r e 領 域 の 補 語 節 は 直 接 知 覚 d i r e c t  p e r c e p t i o n や 目

的 p u r p o s e な ど の 内 容 を 表 し 、 d e  d i c t o 領 域 の 補 語 節 は 伝 聞 h e a r s a y

を 含 む 間 接 証 拠 性 i n d i r e c t  e v i d e n c e の 内 容 を 表 す（ F r a j z y n g i e r  1 9 9 5 :  

4 8 1 ,  4 8 5 ,  4 9 0）。  

こ の 分 類 に 従 え ば 、 タ イ 語 の w â a 補 語 節 は d e  d i c t o 領 域 の 補 語 節

で あ る 。 d e  r e 領 域 の 補 語 節 で は な い 。 言 い 換 え れ ば 、 w â a 補 語 節 は

「 発 話 の 中 で 話 者 に よ っ て 系 統 立 て ら れ た 観 念 世 界 の 内 容 、 つ ま り

話 者 の 断 定 が 関 与 す る 観 念 内 容 」を 表 す の で あ っ て 、「 現 実 世 界 の 内

容 、 つ ま り 話 者 の 断 定 が 関 与 し な い 事 実 内 容 」 を 表 す の で は な い 。

日 本 語 の 名 詞 補 語 節 に 関 す る 先 行 研 究 に お い て 「 事 件 」 と 「 理 由 」

が 同 じ タ イ プ の 名 詞 に 分 類 さ れ る こ と が あ る が（ e . g .  日 本 語 記 述 文

法 研 究 会 2 0 0 8 :  6 9）、両 者 は 異 な る タ イ プ に 分 類 さ れ る べ き だ と 筆 者

は 考 え る 。 筆 者 の 考 え で は 、「 事 件 」 は 「 感 触 」 と 同 じ d e  r e 事 象 タ

イ プ で あ り 、「 理 由 」 は 「 答 え 」 と 同 じ d e  d i c t o 事 象 タ イ プ で あ る 。

「 事 件 」 や 「 感 触 」 は d e  r e 領 域 （ 現 実 世 界 の 事 実 内 容 ） の 意 味 を

持 つ が 、「 理 由 」 や 「 答 え 」 は d e  d i c t o 領 域 （ 観 念 世 界 の 断 定 内 容 ）

の 意 味 を 持 つ 。 参 考 と し て 、 表 2 に d e  r e 事 象 タ イ プ と d e  d i c t o 事

象 タ イ プ の 名 詞 の 例 を 挙 げ る 。  
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表  2： d e  r e 事 象 名 詞 と d e  d i c t o 事 象 名 詞 の 例  

d e  r e 事 象 名 詞  

（ 現 実 世 界 の 事 実 内 容 を 表 す ）  

d e  d i c t o 事 象 名 詞  

（ 観 念 世 界 の 断 定 内 容 を 表 す ）  

感 覚 名 詞 「 感 触 」、  

現 実 的 コ ト 名 詞「 事 件 」、「 能 力 」、

「 帰 結 」  

発 話 名 詞 「 答 え 」、  

観 念 的 コ ト 名 詞「 信 念 」、「 命 令 」、

「 理 由 」  

 

タ イ 語 で は 、d e  r e 領 域 に 属 す る h è e t  k a a n  ‘事 件 ’や s ǎm p h à t  ‘感 触 ’

は t h î i 補 語 節 を 取 り 、d e  d i c t o 領 域 に 属 す る h è e t  p h ǒ n  ‘理 由 ’や k h a m  

t ɔ̀ ɔ p  ‘答 え ’は w â a 補 語 節 を 取 る 。 た だ し t h î i 補 語 節 は d e  r e 領 域 専

門 の 補 語 節 と い う わ け で は な く 、 領 域 を 問 わ ず に 使 え る 汎 用 性 の 高

い 補 語 節 で あ る 。 し た が っ て h è e t  p h ǒ n  ‘理 由 ’や k h a m  t ɔ̀ ɔ p  ‘答 え ’が

t h î i 補 語 節 に よ っ て 内 容 補 充 修 飾 を 受 け る こ と も あ る 。 ま た 、 h è e t  

p h ǒ n  ‘理 由 ’は 観 念 的 相 対 性 名 詞 （「 帰 結 」 に 対 す る 「 理 由 」） と し て

使 用 さ れ 逆 補 充 修 飾 を 受 け る こ と も あ り 、 そ の 場 合 は d e  r e 領 域 の

補 語 節 で あ る t h î i 補 語 節 を 取 る 。 逆 補 充 修 飾 の 内 容 （ 帰 結 の 内 容 ）

は 物 理 的 世 界 に 生 起 し 客 観 的 に 捉 え ら れ る 具 象 的 な 出 来 事 で あ り 、

そ の よ う な 出 来 事 は d e  r e 領 域 に 属 す る か ら で あ る 。 d e  d i c t o 領 域 に

特 化 し た w â a 補 語 節 は そ の よ う な d e  r e 領 域 の 内 容 を 持 つ 逆 補 充 修

飾 に は 使 え な い 。 h è e t  p h ǒ n  ‘理 由 ’の 逆 補 充 修 飾 は 専 ら t h î i 補 語 節 で

表 さ れ る こ と に な る 。  

日 本 語 で は 、 d e  r e 領 域 に 属 す る「 感 触 」は 裸 の 補 語 節 し か 取 り 得

ず 、d e  d i c t o 領 域 に 属 す る「 答 え 」は ト イ ウ 補 語 節 し か 取 り 得 な い 。

し か し d e  r e 領 域 に 属 す る「 事 件 」と d e  d i c t o 領 域 に 属 す る「 理 由 」

は 裸 の 補 語 節 と ト イ ウ 補 語 節 の 両 方 を 取 り 得 る 。 た だ し 「 理 由 」 が

裸 の 補 語 節 を 取 る と き は 必 ず 逆 補 充 修 飾 で あ る 。  

日 タ イ 共 に 、名 詞 補 語 節 の 異 な る 形 式 の 使 い 分 け に は「 d e  r e 領 域 」

対 「 d e  d i c t o 領 域 」 と い う 認 識 モ ダ リ テ ィ の 区 分 が 何 ら か の 形 で 関

与 し て い る よ う で あ る 。 日 本 語 の 裸 の 補 語 節 と ト イ ウ 補 語 節 の 使 い

分 け と タ イ 語 の w â a 補 語 節 と t h î i 補 語 節 の 使 い 分 け は 、ど の よ う な

点 が 同 じ で ど の よ う な 点 が 異 な る の だ ろ う か 。  
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表 3： 英 日 タ イ の 名 詞 補 語 節  
 英 語  日 本 語  タ イ 語  

裸 の 補 語 節  ﾄ ｲ ｳ 補 語 節  t h î i 補 語 節  w â a 補 語 節  

d e  r e  

領 域  

d e  r e 事 象

を 表 す 不 定

形 - i n g / t o 補

語 節  

e . g . ～ す る

能 力  

d e  r e 事 象 名

詞  

「 感 触 」  

「 事 件 」  

「 能 力 」  

〈 内 容 補 充 〉

 

 

相 対 性 名 詞  

「 理 由 」（ ← →

帰 結 ）  

〈 逆 補 充 〉  

d e  r e 事 象 名

詞  

「 事 件 」  

「 能 力 」  

〈 内 容 補 充 〉

 

 

 

相 対 性 名 詞  

「 理 由 」（ ← →

帰 結 ）  

〈 逆 補 充 〉  

d e  r e 事 象 名

詞  

「 感 触 」  

「 事 件 」  

「 能 力 ( t h î i  

w â a ) 」  

〈 内 容 補 充 〉  

 

相 対 性 名 詞  

「 理 由 」（ ← →

帰 結 ）  

〈 逆 補 充 〉  

 

d e  

d i c t o  

領 域  

d e  d i c t o 事

象 を 表 す 叙

実 法 t h a t 補

語 節  

e . g . ～ だ と

い う 信 念  

 d e  d i c t o 事 象

名 詞  

「 理 由 」  

「 答 え 」  

「 信 念 」  

「 命 令 」  

〈 内 容 補 充 〉

d e  d i c t o 事 象

名 詞  

「 理 由 」  

「 答 え ( t h î i  

w â a ) 」  

「 信 念 ( t h î i  

w â a ) 」  

「 命 令 」  

〈 内 容 補 充 〉  

d e  d i c t o 事 象

名 詞  

「 理 由 」  

「 答 え 」  

「 信 念 」  

「 命 令 」  

〈 内 容 補 充 〉d e  d i c t o 事

象 を 表 す 叙

想 法 t h a t 補

語 節  

e . g . ～ と な

ろ う と い う

命 令  

 

英 日 タ イ の 名 詞 補 語 節 の 対 照 を ま と め た 表 3 か ら 以 下 の こ と が 読

み と れ る 。 日 本 語 の 裸 の 補 語 節 は 必 ず d e  r e 領 域 の 内 容 （ 英 語 の 不

定 形 - i n g / t o 補 語 節 が 表 す 現 実 世 界 の 事 実 内 容 ） を 表 し 、 タ イ 語 の

w â a 補 語 節 は 必 ず d e  d i c t o 領 域 の 内 容（ 英 語 の 叙 実 法 /叙 想 法 t h a t 補

語 節 が 表 す 観 念 世 界 の 断 定 内 容 ） を 表 す 。 日 本 語 の ト イ ウ 補 語 節 と

タ イ 語 の t h î i 補 語 節 は d e  r e 領 域 の 内 容 も d e  d i c t o 領 域 の 内 容 も 表

す こ と が で き る 。  

日 本 語 で は 「 d e  d i c t o 領 域 の 内 容 （ 内 容 補 充 修 飾 ） で あ れ ば 必 ず

ト イ ウ 補 語 節 を 使 い 、 裸 の 補 語 節 は 使 え な い 」 と い う 使 用 条 件 が あ

り 、 タ イ 語 で は 「 d e  r e 領 域 の 内 容 （ 内 容 補 充 /逆 補 充 修 飾 ） で あ れ

ば 必 ず t h î i 補 語 節 を 使 い 、 w â a 補 語 節 は 使 え な い 」 と い う 使 用 条 件

が あ る 。 こ の よ う に 、 ど ち ら の 使 用 条 件 に も 認 識 モ ダ リ テ ィ の 対 立

概 念 「 d e  r e 領 域 」 対 「 d e  d i c t o 領 域 」 が 関 わ っ て い る 。 言 い 換 え れ
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ば 、 日 本 語 の 裸 の 補 語 節 と ト イ ウ 補 語 節 の 間 に も 、 タ イ 語 の t h î i 補

語 節 と w â a 補 語 節 の 間 に も 、認 識 モ ダ リ テ ィ と い う 意 味 論 レ ベ ル で

の 役 割 分 担 が 存 在 す る 。  

し か し さ ら に 重 要 な 点 は 、 日 タ イ の 名 詞 補 語 節 の 各 種 形 式 は 語 用

論 レ ベ ル で も 役 割 分 担 を し て お り 、 日 タ イ で 顕 著 に 異 な る の は そ の

語 用 論 レ ベ ル の 役 割 分 担 が 生 じ る 領 域 で あ る 、 と い う 点 で あ る 。 日

本 語 で は d e  r e 領 域 に お い て 語 用 論 レ ベ ル の 役 割 分 担 が 生 じ る 。 裸

の 補 語 節 と ト イ ウ 補 語 節 の ど ち ら も d e  r e 領 域 の 内 容 補 充 修 飾 と 逆

補 充 修 飾 に 使 わ れ 、 ト イ ウ 補 語 節 の ほ う が 語 用 論 的 に 有 標 で あ る よ

う に 感 じ ら れ る 。 一 方 、 タ イ 語 で は d e  d i c t o 領 域 に お い て 語 用 論 レ

ベ ル の 役 割 分 担 が 生 じ る 。 t h î i 補 語 節 と w â a 補 語 節 の ど ち ら も d e  

d i c t o 領 域 の 内 容 補 充 修 飾 に 使 わ れ 、語 用 論 的 に 何 ら か の 違 い が あ る

よ う に 感 じ ら れ る 。 ど の よ う に 有 標 で あ る の か 、 ど の よ う に 違 う の

か 、 そ の 有 標 性 や 差 異 を 具 体 的 に 特 定 し 、 語 用 論 レ ベ ル で の 役 割 分

担 の 全 体 像 を 把 握 す る た め に は 、 さ ら に 調 査 を 深 め る 必 要 が あ る 。

現 時 点 で は 残 念 な が ら ま だ 完 全 に 把 握 で き て い な い 。  

英 語 の 名 詞 補 語 節 に 比 べ る と 日 本 語 と タ イ 語 の 名 詞 補 語 節 は 異 な

る 形 式 同 士 の 使 い 分 け の 基 準 が は っ き り し て い な い よ う に 見 え る 。

英 語 で は 名 詞 補 語 節 標 識 自 体 が 補 語 節 の 内 容 に つ い て d e  r e 領 域 か

d e  d i c t o 領 域 か を 明 示 す る た め 、 そ れ ら の 標 識 の 使 い 分 け は 認 識 モ

ダ リ テ ィ と い う 意 味 論 レ ベ ル で 明 瞭 に 規 定 で き る の に 対 し 、 日 本 語

と タ イ 語 で は そ う 簡 単 に は い か な い 。 日 本 語 で は d e  r e 領 域 に お い

て 、 そ し て タ イ 語 で は d e  d i c t o 領 域 に お い て 、 語 用 論 的 な 使 い 分 け

が 関 与 し て お り 、 d e  r e 領 域 と d e  d i c t o 領 域 と い う 分 析 概 念 だ け に 頼

っ て そ の 使 い 分 け の 基 準 を 明 示 化 す る こ と が で き な い の で あ る 。 さ

ら に は 日 タ イ の 間 に も 捉 え 難 い 複 雑 な 相 違 が 存 在 す る 。 語 用 論 レ ベ

ル の 使 い 分 け が ど の 認 識 モ ダ リ テ ィ の 領 域 で 生 じ る の か が 異 な っ て

い る の に 加 え 、 語 用 論 レ ベ ル の 使 い 分 け の 基 準 自 体 も 恐 ら く 異 な っ

て い る こ と で あ ろ う 。 そ う し た こ と が 日 タ イ の 名 詞 補 語 節 体 系 の 具

体 的 な 差 異 の 同 定 を 難 し く し て い る 。  
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4 .  お わ り に  

本 稿 で は 日 タ イ の 発 話 動 詞 起 源 の 名 詞 補 語 節 標 識 ― ト イ ウ と

w â a ―の 使 わ れ 方 を 比 較 す る た め 、「 [補 語 節 ,ト イ ウ ]理 由 」 と 「 h è e t  

p h ǒ n  [ w â a ,補 語 節 ]」 と い う 連 語 形 式 を コ ー パ ス か ら 収 集 し て 分 析 デ

ー タ と し 、 英 語 の 名 詞 補 語 節 標 識 に 関 す る 先 行 研 究 も 参 考 に し な が

ら 考 察 を 行 っ た 。 日 タ イ の 大 ま か な 名 詞 補 語 節 体 系 の 異 同 を 示 す こ

と は で き た が 、d e  r e 領 域 に お け る 日 本 語 名 詞 補 語 節 の 語 用 論 的 な 使

用 条 件 と d e  d i c t o 領 域 に お け る タ イ 語 名 詞 補 語 節 の 語 用 論 的 な 使 用

条 件 に つ い て は 考 察 に 至 ら な か っ た 。 日 タ イ の 名 詞 補 語 節 の 語 用 論

的 な 使 用 条 件 の 異 同 も 探 る べ き だ が 、 そ れ は 本 稿 の 考 察 範 囲 を 超 え

る 。 そ の 追 求 は 別 の 機 会 に 譲 り た い 。  
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略 号  

（ L e i p z i g  G l o s s i n g  R u l e s に 含 ま れ な い も の ）  

C O N T:  c o n t i n u o u s  

P R O N :  p r o n o u n  

P RT:  f i n a l  p a r t i c l e  

R E A L :  r e a l i z a t i o n  

 

注  

1  本 稿 で は G i v ó n（ 1 9 9 0 :  5 0 9） お よ び K u l l a v a n i j a y a（ 2 0 0 8 :  4 4 8） の

用 語「 n o u n  c o m p l e m e n t」を 借 り て 、そ の 標 識 を「 n o u n  c o m p l e m e n t i z e r」
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と 呼 ぶ 。 日 本 語 訳 は そ れ ぞ れ 「 名 詞 補 語 節 」、「 名 詞 補 語 節 標 識 」 と

し た 。 日 本 語 で は 「 c o m p l e m e n t」 は 「 補 語 」、「 c o m p l e m e n t  c l a u s e」

は 「 補 文 」 と 呼 ば れ る こ と が 多 い 。「 c o m p l e m e n t  c l a u s e」 を 「 補 節 」

と 訳 し た い が 、 そ の よ う な 訳 は 定 着 し て い な い 。 そ こ で 便 宜 的 に

「 c o m p l e m e n t」 の 基 本 訳 「 補 語 」 に 「 節 」 を 付 し て 「 補 語 節 」 と 呼

ぶ こ と に し た 。  

2  タ イ 文 字 表 記 に は 形 態 素 間 の ス ペ ー ス 挿 入 に 関 す る 規 則 が な い 。

通 常 、 同 一 節 中 の 形 態 素 は 離 さ ず に 書 く 。 た だ し ア ル フ ァ ベ ッ ト を

使 っ て 音 韻 表 記 す る と き は 、 形 態 素 間 に ス ペ ー ス を 入 れ 、 形 態 素 ご

と に 分 け て 書 く 。 複 合 語 を 構 成 す る 複 数 の 形 態 素 に つ い て も 同 様 で

あ る 。例 え ば「 เ ห ตุ  h è e t 原 因 、事 件 」を 構 成 素 と す る 複 合 名 詞「 เ ห ตุ ผ ล

理 由（ <  เ ห ตุ h è e t 原 因 ＋ ผ ล p h ǒ n 結 果 ）」、「 เ ห ตุ ก า ร ณ์ 事 件 、状 況（ <  เ ห ตุ h è e t

事 件 ＋ ก า ร ณ์ k a a n 状 況 ）」は そ れ ぞ れ「 h è e t  p h ǒ n」、「 h è e t  k a a n」と 分 か

ち 書 き さ れ る こ と が 多 い 。 本 稿 で も そ う し た 習 慣 に 従 い 、 複 合 語 の

構 成 素 は 分 け て 書 い た 。  

3  S h i b a t a n i  ( 2 0 1 8 ) は 一 般 に 名 詞 修 飾 節 と 呼 ば れ て い る 言 語 単 位 を

体 言 化 n o m i n a l i z a t i o n す な わ ち 「 換 喩 的 に 想 起 さ れ る コ ト や モ ノ の

概 念 （ 事 態 、 事 実 、 命 題 、 事 象 参 与 者 、 生 産 物 な ど ） を 表 示 す る 言

語 形 式 を 産 む 過 程 ； 名 詞 に 近 い も の 」 の 1 種 で あ る 「 動 詞 類 基 盤 の

文 法 的 体 言 化 」の 修 飾 用 法（ コ ト /モ ノ 概 念 を 表 示 す る d e n o t a t i o n 機

能 を 持 つ 用 法 ） と 定 義 し 、「 モ ノ a r g u m e n t 体 言 化 」 と 「 コ ト e v e n t

体 言 化 」 の 修 飾 用 法 に 二 分 す る 。 前 者 は い わ ゆ る 関 係 節 を 含 み 、 後

者 は い わ ゆ る 名 詞 補 語 節 の 他 、 短 絡 タ イ プ や 相 対 性 名 詞 タ イ プ の 修

飾 節 を 含 む 。ま た 、一 般 に 動 詞 補 語 節 と 呼 ば れ て い る 言 語 単 位 は「 動

詞 類 基 盤 の 文 法 的 コ ト 体 言 化 」 の 名 詞 句 用 法 （ 現 実 世 界 あ る い は 可

能 性 世 界 に 存 在 す る コ ト /モ ノ を 指 示 す る r e f e r e n c e 機 能 を 持 つ 用 法 ）

で あ る と す る 。  

4  M a y n a r d（ 1 9 9 2） に よ る と 、 ト イ ウ 介 在 の 有 無 は 語 用 論 的 に 決 ま

る 。 ト イ ウ は 話 者 の 補 語 節 の 内 容 に 対 す る 主 観 的 態 度 を 直 接 的 に 表

し 、 ト イ ウ を 介 在 さ せ る こ と に よ っ て 被 修 飾 名 詞 が 背 景 化 さ れ 、 補

語 節 が 前 景 化 さ れ る と い う 。 Ta k a h a s h i（ 1 9 9 7） は ト イ ウ の 介 在 に よ

っ て 前 景 化 さ れ た 補 語 節 の 特 徴 と し て 、 新 情 報 の 内 容 、 談 話 内 に 劇
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的 効 果 を 与 え る 内 容 、 直 接 引 用 の 性 質 （ コ メ ン ト 要 素 ） を 持 つ 内 容

の い ず れ か を 表 す こ と を 挙 げ る 。 益 岡 （ 1 9 9 7） は ト イ ウ 補 語 節 に つ

い て 、 M a y n a r d（ 1 9 9 2） や Ta k a h a s h i（ 1 9 9 7） と 同 様 、 情 報 の 中 心 は

被 修 飾 名 詞 で は な く 補 語 節 に あ る と 考 え る 。 被 修 飾 名 詞 は 構 造 的 に

は 主 要 素 で あ っ て も 意 味 的 に は む し ろ 副 次 的 な 要 素 と し て 機 能 す る

と い う 。 日 本 語 記 述 文 法 研 究 会 （ 2 0 0 8） は 伝 聞 的 な 解 釈 を も た な い

ト イ ウ 補 語 節 に つ い て 以 下 の よ う に 説 明 す る 。 意 志 や 疑 問 、 聞 き 手

の 認 識 や 不 特 定 の 主 体 の 持 つ 認 識 、 希 望 、 話 し 手 に よ る 比 喩 な ど を

引 用 す る 場 合 や 被 修 飾 名 詞 の 特 性 を 述 べ る 場 合 に ト イ ウ が 介 在 す る 。

大 島 （ 2 0 1 0） は 言 語 に よ っ て 表 現 す る （ 言 い 表 す ） 過 程 を 経 た 要 素

を 導 く こ と が ト イ ウ の 基 本 的 機 能 だ と 考 え る 。 言 語 に よ る 表 現 行 為

を 経 て い る こ と が 含 意 さ れ る 補 語 節 に は ト イ ウ が 必 ず 介 在 し 、 ト イ

ウ の 介 在 が 任 意 と な る 構 造 で ト イ ウ が 介 在 す る の は 当 該 の 事 態 を 補

語 節 の 形 で 表 現 し て み る と ど う な る か を 話 し 手 が 意 識 し て い る と き

で あ る と い う 。  

5  タ イ 語 用 例 に 含 ま れ る 機 能 語 に 添 え た 英 語 グ ロ ス の 略 語 一 覧 は

以 下 の 通 り で あ る 。 C O M P  =  c o m p l e m e n t i z e r ,  C O N T  =  c o n t i n u o u s ,  C O P  =  

c o p u l a ,  I R R  =  i r r e a l i s ,  I R R . C O M P  =  i r r e a l i s  c o m p l e m e n t i z e r ,  N E G  =  

n e g a t i v e ,  N E G . R E A L  =  n e g a t i v e  r e a l i z a t i o n ,  PA S S  =  p a s s i v e ,  P F V  =  

p e r f e c t i v e ,  P R O N  =  p r o n o u n ,  P R T  =  f i n a l  p a r t i c l e ,  R E A L  =  r e a l i z a t i o n ,  

R E C P  =  r e c i p r o c a l ,  R E L  =  r e l a t i v i z e r .  

6  名 詞 補 語 節 標 識 w â a は 複 合 形 t h î i  w â a が 縮 約 さ れ た も の で あ ろ

う と 推 測 さ れ る が 、 通 時 的 言 語 資 料 を 使 っ て 調 査 し な け れ ば そ の 真

偽 を 確 か め る こ と が で き な い 。  

7  発 話 、 思 考 /気 持 ち 、 論 理 、 出 来 事 、 知 覚 の 各 意 味 タ イ プ を 代 表

す る 合 計 1 1 の 名 詞 を 選 び 、個 々 の 名 詞 に つ い て「 名 詞 ＋ t h î i」と「 名

詞 ＋ w â a」 と い う 連 語 形 式 の 用 例 を 収 集 し た 。 T N C コ ー パ ス の 検 索

機 能 を 使 い 、 各 名 詞 に つ い て 「 左 隣 0 語 、 右 隣 2 語 目 ま で に t h î i あ

る い は w â a」 と い う 条 件 で 検 索 し 、 そ れ ぞ れ の 形 式 で 最 大 1 0 0 用 例

を 無 作 為 に 抽 出 し 、 そ こ か ら 「 名 詞 ＋ { t h î i  /  t h î i  w â a  /  w â a }＋ 節  [節

＝ (主 語 + )  述 語 ]」形 式 の 用 例 を 手 作 業 で 拾 い 集 め た 。関 係 節 は 除 き 、

名 詞 補 語 節 だ け を 選 ん だ 。  
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8  寺 村 （ 1 9 9 2 :  2 9 2 – 2 9 3） は 「 理 由 」 を 観 念 的 な 相 対 性 の 名 詞 に 分

類 し 、「 理 由 」 は そ の 相 対 性 に よ る 修 飾 （ 逆 補 充 、 相 対 概 念 の 補 充 ）

し か で き な い 、 つ ま り 内 容 補 充 修 飾 の 「 ～ ト イ ウ 理 由 」 と い う 形 は

な い 、 と 考 え て い る 。 一 方 、 日 本 語 記 述 文 法 研 究 会 （ 2 0 0 8 :  7 1） は

「 理 由 」 を 事 柄 名 詞 の 事 象 タ イ プ に 分 類 し 、 内 容 補 充 修 飾 が 可 能 だ

と す る （ e . g .  [母 親 が 突 然 倒 れ た ト イ ウ ]理 由 で 、 鈴 木 は 会 社 を 欠 勤

し た ）。  

9  ( a )不 定 形 タ イ プ に は n a j  k a a n  t h î i～ ‘～ す る こ と に お け る ’と い う

前 置 詞 句 も 使 わ れ る （ e . g .  k h w a a m  s ǎ a m â a t  n a j  k a a n  t h î i  k h í a w  m à a k  

f a r à ŋ  l ɛ ́ ɂ  p h ù u k  c h ɯ̂ a k  r ɔ ɔ ŋ  t h á a w  p h r ɔ ́ ɔ m  k a n（ ガ ム を 噛 ん で 同 時 に

靴 ひ も を 結 ぶ こ と に お け る 能 力 ））。  

1 0  認 識 モ ダ リ テ ィ の 1 下 位 分 類 「 d e  d i c t o」 に 関 す る 説 明 （ 原 文 ）

は 以 下 の 通 り で あ る 。 T h e  t e r m  d e  d i c t o  r e f e r s  t o  a  s e m a n t i c  d o m a i n  i n  

w h i c h  r e f e r e n c e  i s  m a d e  t o  t h e  e l e m e n t s  o f  s p e e c h  r a t h e r  t h a n  t o  t h e  

e l e m e n t s  o f  r e a l i t y（ F r a j z y n g i e r  a n d  J a s p e r s o n  1 9 9 1 :  1 3 5） ;  A  c l a u s e  i s  

i n  t h e  d o m a i n  d e  d i c t o  o n l y  w h e n  i t  i s  p r e s e n t e d  t o  t h e  h e a r e r  a s  s u c h ,  

i . e . ,  n o t  a s  a  d i r e c t  d e s c r i p t i o n  o f  a n  e v e n t  b u t  r a t h e r  a s  a  f r a g m e n t  o f  

s p e e c h ,  o r  a  f r a g m e n t  o f  l i n g u i s t i c  r e p r e s e n t a t i o n  w h i c h  m a y  c o n t a i n  a  

d e s c r i p t i o n  o f  a n  e v e n t  ( F r a j z y n g i e r  a n d  J a s p e r s o n  1 9 9 1 :  1 3 6 ) ;  T h e  

p o t e n t i a l  c o m p o s i t i o n  o f  t h e  e m b e d d e d  c l a u s e  m o d a l i t y  m a r k e r ,  w h e t h e r  

c l a u s e - i n t e r n a l  o r  - e x t e r n a l  ( t h e s e  a r e  u s u a l l y  r e f e r r e d  t o  a s  

‘ c o m p l e m e n t i z e r ’ ) ,  i s  [ … ]  a s  f o l l o w s :  ( 1 )  D e  d i c t o / d e  r e  -  ( 2 )  e p i s t e m i c  

[ w h i c h  i n d i c a t e s  a n y  e p i s t e m i c  d i s t i n c t i o n  o t h e r  t h a n  t h e  d e  d i c t o / d e  r e ]  

-  ( 3 )  d e o n t i c（ F r a j z y n g i e r  1 9 9 5 :  4 8 1）。「 d e  r e」 と 「 d e  d i c t o」 の 区 別

に 関 し て 、 F r a j z y n g i e r（ 1 9 9 1 :  2 1 9） は T r a u g o t t（ 1 9 8 0 :  4 7） に よ る 同

様 の 区 別 （ ‘ t h e  w o r l d  b e i n g  t a l k e d  a b o u t ’  [ =  d e  r e ]  a n d  ‘ t h e  s p e a k e r ’ s  

o r g a n i z a t i o n  o f  t h a t  w o r l d  i n  t h e  a c t  o f  s p e a k i n g ’ [ =  d e  d i c t o ]） を 紹 介

し 、 F r a j z y n g i e r  a n d  J a s p e r s o n（ 1 9 9 1 :  1 3 6） は Ve n d l e r（ 1 9 6 7） に よ

る 同 様 の 区 別 （ ‘ p r o p o s i t i o n s ’  [ =  d e  d i c t o ]  a s  o p p o s e d  t o  ‘ e v e n t s ’  [ =  d e  

r e ]） を 紹 介 し て い る 。  
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例 文 出 典  

『 現 代 日 本 語 書 き 言 葉 均 衡 コ ー パ ス （ B C C W J コ ー パ ス ） ― 少 納 言 』

国 立 国 語 研 究 所 < h t t p : / / w w w. k o t o n o h a . g r . j p / s h o n a g o n / >  2 0 1 8 年 9 月 4

日 検 索 .  

『 タ イ・ナ シ ョ ナ ル コ ー パ ス T h a i  N a t i o n a l  C o r p u s（ T N C コ ー パ ス ）』
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